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審査論文の題目： Effectiveness of contrast-enhanced endoscopic ultrasound for detecting mural nodules 

in intraductal papillary mucinous neoplasm of the pancreas and for making therapeutic decision. 

（IPMN の治療方針決定における造影超音波内視鏡の有用性の検討） 
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論文要旨： 

分枝型膵管内乳頭粘液腫瘍（BD-IPMN）の壁在結節を描出するための造影超音波内視鏡検査（CE-EUS）

の有用性はほとんど報告されていない。本研究では、嚢胞内部に結節状隆起を有する BD-IPMN に CE-EUS

を施行し、その有用性を後ろ向きに検討した。 

2010 年 4 月から 2014 年 4 月までに BD-IPMN 427 例のうち、画像診断で嚢胞内部に結節状隆起が指摘さ

れ CE-EUS を施行した 21 例を対象に、壁在結節の f -EUS におけるエコーレベル、CE-EUS での壁在結節の

染影態度に関して検討した。平均嚢胞径 29.8±12.8mm、平均壁在結節径 9.5±5.7mm、平均経過観察期間は

17.2±11.9 ヶ月であった。結節の f-EUS でのエコーレベルは hyperecho 6 例、isoecho 9 例、hypoecho 6 例で

あった。結節の染影態度は avascular 14 例、hypervascular 4 例、isovascular 3 例であった。CE-EUS で結

節の染影を認めなかった 14 例は、粘液塊または debris と診断し手術を回避しえた。嚢胞内部に染影する結

節を認めた 7 例において、5 例は手術を施行し、術後病理診断は腺癌 2 例、腺腫 3 例であった。腺腫 3 例の

f-EUS での壁在結節のエコーレベルは hypoecho1 例、isoecho2 例であった。腺癌 2 例の壁在結節エコーレベ

ルは isoecho1 例、hyperecho1 例であった。f-EUS におけるエコーレベル、CE-EUS における壁在結節の染

影態度で癌と腺腫の鑑別は困難であった。 

 

審査過程： 

1． IPMN の超音波内視鏡検査における描出感度に関する質問に対して適切な説明がなされた。 

2． 造影超音波内視鏡検査の描出感度に関する質問に対して適切な説明がなされた。 

3． IPMN の手術適応に関する質問に対して適切な説明がなされた。 

4． 腫瘍性病変の鑑別に関する質問に対して適切な説明がなされた。 

5． 腫瘍性病変のドップラーモードに関する質問に対して適切な説明がなされた。 

 

価値判定： 

 本研究は、悪性ポテンシャルの高い分枝型膵管内乳頭粘液腫瘍（BD-IPMN）の造影超音波内視鏡検査に関

する報告であり、腫瘍性病変と非腫瘍性病変の鑑別に高い有用性を明らかにしたものである。今までに同様

の報告はほとんどなく、手術適応を決める上で極めて有用であり、学位論文としての価値を認める。 

 

 


